
「匠の技」学習システムの開発・活用
１．取組のアウトプット（実績・成果）

課題

農家の高齢化
・高齢化に伴う農家の減少
・熟練農家の優れた技術
（匠の技）の喪失
・技術の低下、産地の衰退

技術の継承
・匠の技は経験や勘に基づく
ものが多い
・習得し、継承するためには
相当の期間が必要

＝安全・安心な農産物
の持続的な供給を
任なえない

取組
（デジタルを活用した解決策）

匠の技術を見える化
（デジタル化）

学習システムの開発・
活用

アウトプット（実績・成果）

短期間での匠の技術の習得が
可能となった。

１．農業研修生の状態判断力
が向上

（匠と研修生の生育状態判断一致率）

【学習前】44％
【2週間学習後】69％（1.6倍）

２．匠の技術を習得した新規
就農者が高収量を達成

（８名の10a当たり平均収量）
・年間収量：35t/10a

（県平均収量の1.6倍）

匠の目線、判断ポイントを動画、
テキストなどデータ化

システムを使った繰り返し学習

学習システムを搭載したタブレット

就農してわずか2年後に
県内トップの成績で表彰



２．取組のアウトカム（アウトプットを通じて得られた効果や影響）

１．匠の技術を習得した担い手の活躍や、その稼ぐ農業を実践する姿を見て
新たに農業を始める担い手の増加により、産地が拡大

２．稼ぐ農業の実現により、農業や地域の魅力が向上したことで、
県外・農外からの就農希望者が増加

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

H30 R1 R2 R3 R4

８.２
億円

１２.５
億円

１３.４
㌶

１８.８
㌶

栽培面積販売額 栽培面積
４年で１.４倍

販売額
４年で１.５倍

取組開始

産地（JAさが杵藤地区）の推移

地域・農業の魅力アップ！

・県外からの移住就農者数：３名
（Uターンを含むと６名）

・非農家の就農者数：９名
（研修生を含むと１５名）



３．横展開の状況

〇R４年度から、県全域での活用を開始。

実証地区以外の産地におけるシステム利用者数（12月末累計）
・R4年度：105名 （実証地区含めた県全体125名）

・R5年度（11月末時点）：66名
（実証地区含めた県全体166名）

農業振興センター
（県機関）へ
学習システム専用
タブレットを配備

管理責任者
（県職員）

【A産地】勉強会 きゅうりトレーニングファーム

研修生新規就農者等

※学習システムの運用

管理責任者同席のもと、
学習システムを活用

農業振興センター

実証産地

県内ほぼ全ての
産地で活用

県職員

解説動画などを映写

（活用事例）

①A産地
新規就農者を対象に
月１回タブレット学習
を実施

①B産地
産地の生産者全員を対象とした
研修会において、学習システムの
一部（解説動画など）を活用



『Digi田甲子園2023』
審査委員会選考枠 「地方公共団体」部門 準優勝

デジタルを活用した地域振興の取組として、高評価を得ました

農業分野では唯一の受賞！

４．取組の評価

Digi田甲子園2023表彰式
（2024.3.7首相官邸）


